
防災啓発出前授業 

「みんなで学防災」～どう動く・どう守る・自分の命 

平成２７年度実績 

①６月１３日（土） 二川南小学校 

・対象者：全学年５２８名+保護者２００名 

・「校区防災訓練を交えた学校公開日・引取り訓練・地区懇談会」の日 

・内容：一二年生「防災ダック」三年生「ナマズの学校」四年生「新聞紙グッズ作り」 

五年生「ロープワーク」六年生「スライドショー＆非常持ち出し品ゲーム」 

低学年には、事前研修で「お母さん先生」を養成。当日はそのお母さん先生に助けていただ

きながら、開催出来ました。 

地元のつながりも強い地域であり、みんなで考える防災減災のきっかけになれば！と取り組ん

でいます。当日は朝早くから保護者の方をはじめ、地元の自治会の方、消防団の方も校内をす

べて使った、行事となり充実した「学防災」となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②６月１７日（水） 大崎小学校 

・対象者：全学年１９２名+地域の方５０名 

・「いのちの授業」 

・内容：スライドショーと防災マップ作り 

全学年と保護者の方にスライドショーで災害の話しを聞いてもらった後、校区の防災マップ

作りの第一回目、一年生から六年生まで 190人が事前に調べた通学路の危険箇所などを協力し

て地図に書き込みました、代表で二班に発表してもらいましたが、とても上手に話しが出来ま

した。終了後校長先生から、ねらい通りの内容であったと感謝され、こちらこそ貴重な場を与

えていただきありがたく思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③６月１８日（木） 章南中学校 

・対象者：全学年３３８名 

・「豊橋・学校いのちの日」 

・内容：避難所運営ゲーム HUG 

学校教育の一環として命の尊さを学ぶ日でもあります。章南中学校にお招きいただき、「避難

所運営ゲーム HUG」の授業を行いました。一年生から三年生 300 人の生徒さんに体験してい

ただきました。短い説明にもかかわらず、素晴らしい運営のアイディアを発表いただき、この

アイディアがきっと役立つだろうと確信しました。何より、全校生徒の皆さんの、規律正しく

キビキビした態度や行動に感動いたしました。我々の方が学んだ１日になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④６月２０日（土） 大村小学校 

・対象者：全学年１８８名+保護者１００名+地域の方７０名 

・「豊橋・学校いのちの日」＝「いのちを考える週」 

・内容・一年生・二年生「命をまもる笛作り」「新聞紙でのスリッパ作り」 

三年生・四年生・五年生・六年生「スライドショー」 

地域自治会の方や消防署、地元消防団の方も参加され、校区全体で「合同自主防災訓練」も

実施されました。 

「学防災」は、3.4.5.6年生と保護者の方、自治会の方々に、災害の事を学んで頂くスライドシ

ョー。 

1.2年生は「いのちを守る笛」を作ってもらいました。今日の学びが地域に広がることを願いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤７月２日（木） 二川小学校 

・対象者：３年生２クラス７６名 

・「豊橋・学校いのちの日」＝「夏休み前に地域の危険を学ぶ」 

・内容：スライドショー＆新聞紙グッズ作り＆命を守る笛づくり 

体育館でスライドショーと新聞座布団作り。教室でいのちを守る笛を作りました。三年生で

も、とても綺麗に新聞座布団を作ってくれる児童に感激しました、笛作りでは鳴るまで心配で

したが、音が出た瞬間の笑顔がとても爽やかな三年生の皆さんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥７月９日（木） 新川小学校 

・対象者：６年生２クラス５１名 

・「みんなで学防災～どう動く・どう守る・自分の命～」 

・内容：スライドショー＆ストローハウス作り 

スライドショーでは、地域の環境や地震・水害のメカニズム、備えや命を守る為の習慣の話

を真剣な眼差しで聴き入ってくれました。 

二時限目のストローハウス作りは、チームで挑戦！家の構造の話の後、デザインを考え、クリ

ップとストローだけで家らしきものを組み立てました、限られた時間の中、素晴らしい作品が

沢山出来、高さ・美観・耐震の三点に多く拍手をもらった二作品が選ばれ終了、大変盛り上が

った授業でした。防災や減災の役に立つ事を願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑦８月６日（木） 本郷中学校 

・対象者：教諭３０名 

・現職研修 

・内容：避難所運営ゲーム HUG 

30人の先生方の現職研修会。避難所運営ゲーム HUGを体験していただきました。 

ご自分達の学校が避難所になったら...カードから読み取る課題を、真剣に討議され、もしもの

時に役立つ様に取り組まれました。学校現場での防災啓発授業は、いつもながら緊張しますが、

「被災地の学びを地域に生かす」お役に立てれば幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧８月２０日（木）大村小学校 

・対象：２年生１クラス 28名 

・「夏休み体験」 

・内容：いのちを守る笛づくり 

６月に続き、夏休み体験として学防災「命を守る笛作り」２年生１クラスから依頼がありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨８月２１日（木）２２日（金）野外教育センター １泊２日防災体験キャンプ ３９名 

※詳細別紙「防災キャンプ報告書」 

 

 

 



⑩９月２日（水）３大学合同 

・対象：人間環境大学・愛知大学・東海大学（台湾）４５名 

・「海外大学単位互換科目」 

・内容：「防災について考える」 

海外大学単位互換科目の一環として人間環境大学・愛知大学・東海大学（台湾）学生が青少

年センターを利用して交流研修を行った。 

その中で「学防災」を行い大学生として、地域の防災減災に役立つ人材を目指すには、小学生

中学生に防災を考えさせるには、などの講義を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪１０月４日（日） 向山小学校 

・対象：全学年３１１名+保護者１６４名+地域の方１０５名 

・三世代ふれあい事業 

・内容：・全児童+保護者+地域の方スライドショー＆一年生二年生防災ダック・三年生四年生 

新聞紙グッズ作り・五年生六年生非常持ち出し品ゲーム 

地域の皆さんも趣向を凝らして、ゲームや防犯講座、餅つき体験やうどんの振舞いもありま

した。青少年センターは 11 時から「学防災」を担当、保護者や地域の方々、約 600 人への防

災啓発スライドショーは、未就学児童もちゃんと話しを聞いてくれました。休憩を挟んで 13

時からは、ワークショップ「防災ダック」「新聞工作」「非常持ち出し品ゲーム」を学年別に行

ない、親子で一緒に参加して楽しんでくれました。 

防災啓発は、地域の課題と捉え取組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■まとめ 

・受益対象者 

小学校７校・中学校２校・３大学合同・１施設（野外教育センター）延べ２，５１５名 

 


